
 

１ 単元構想                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

２ 単元の目標及び単元の評価規準 

（１）単元の目標 

                                         

 

                                              

 

 

（２）単元の評価規準 

 

 

 

 

 

３ 資質・能力の系統性  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫して書く力 

本単元で身に付けたい力 

 本単元では、市外の学校（潮江東小）の５年

生に、四万十市の文化について伝えたいこと

を、グループでパンフレットにまとめて紹介

するという言語活動を設定している。パンフ

レットにまとめることで、複数の資料や本か

ら自分の考えに合う必要な情報を選んで説明

の構成を考えたり、書き表し方を工夫したり

することができると考える。 

 

 

 

 本教材は、伝統的な文化に関するものの中
でも児童が想起しやすい和菓子を題材として
いる。また、「歴史」「他の文化との関わり」「支
える人々」の３つの観点から説明するという
構成は、その後のパンフレットを書く活動へ
とつなげやすい。さらに、写真や図表などの資
料が用いられており、文章と関連付けて考え
ることに適した教材である。 

 

 

 

 

 
 児童は、４月に行われた標準学力調査の「自

分の考えとそれを支える理由や事例との関係を

明確にして書く」の項目では、目標値 60％の所

学級平均正答率 85％であり、全国に比べ書く力

がついている様子である。 

児童は 6 月にタブレットを用いて、環境問題

の報告文を書く学習を行った。児童は、伝えた

い内容に合った資料を選んだり、資料から分か

ったことや考えたことを詳しく書いたりするこ

とはできていた。しかし、出来上がった報告文

を見ると、情報の出典を示すことの指導が十分

でなかったと感じる。 

 ４年生の同系統の学習「みんなで新聞を作ろう」
では、写真や図の取り入れ方や見出しの付け方を工
夫し、読み手に分かりやすく伝える学習をした。ま
た、５年生 6月の同系統の学習「環境問題について
報告しよう」では、伝えたい内容に合った資料を選
び、資料と文章の関連を意識して、報告文を書く学
習を行った。 

本単元では、内容を相手に分かりやすく伝えるた
めに、必要な語句や文を引用したり、書いた文章と
の関係を考え効果的な資料を選んだりして、書き表
し方が工夫できるようにする。 

本系統は、６年生「防災ポスターを作ろう」で表
現の効果を考えて書く学習へとつながっていく。 

 

 

 

 

 

国語科単元構想図 高知県四万十市立中村小学校 第（５）学年 単元名：わたしたちが伝えたい！自まんの四万十市（学習材：和の文化について調べよう 東京書籍５年）授業者（上岡 和也） 

  ） 

①モデルを示し、単元の
ゴールを確認する。情
報を出し合い、四万十
市の文化等について、
四万十市外の児童に伝
えたいものを考える。 

 

 ②教科書教材を読み、筆
者の説明の仕方（構成
や観点）を読み取る。 

③教科書教材を読み、文
章と資料を関係付け
ながら、資料の効果を
考える。 

④⑤題材（伝えたい四万
十市の文化等）を決
め、グループ毎に情報
収集をする。 

⑥グループでパンフレ
ットの内容や構成等
について考える。 

⑦個人で、調べた事実や
自分の考え、用いる資
料がわかる構成メモ
を作る。 

⑧構成メモをもとに話
し合い、内容や資料に
ついて検討する。 

【本時】 

⑨⑩表現を工夫して下
書きを書く。 

⑪資料の活用の仕方や
表現の仕方に着目し
て、下書きを推敲す
る。 

⑫パンフレットを清書
し、仕上げる。 

⑬完成したパンフレット

を全体で交流し、単元の

学習を振り返る。 

 

 

〇四万十町の文化を紹介する
パンフレットを示すこと
で、パンフレットを作るゴ
ールイメージを持てるよう
にする。 

 

 

 
〇説明の構成を読み取ること
で、筆者の説明の３つの観
点をとらえ、パンフレット
づくりにつなげられるよう
にする。 

〇資料（年表や写真）がなか
った場合について考えたり
つながりのある文章に線を
引かせたりすることで、資
料の効果について考えられ
るようにする。 

【知・技（2）イ】 
〇情報収集の際には、必要な
情報をメモさせることで、
伝えたい内容が整理できる
ようにする。 

〇グループごとに、ホワイト
ボードに貼った構成メモを
もとに話し合いをすること
で書く観点や役割を整理で
きるようにする。 

〇作成途中のパンフレットを
お互いに見合うことで、相
手に四万十市の魅力が伝わ
るような書き表し方の工夫
（文章表現・資料）ができ
ているか、確かめられるよ
うにする。 

 【思・判・表Ｂエ】【主】 
 

〇文章との関係を考えて、効果
的な資料を選ぶことは、文章
だけでは伝わりにくい内容
を分かりやすく伝えるのに
有効で、様々な文章を書く時
に役立つことを確かめる。 

 

 
本単元終了時の目指す児童の姿 

 写真や図表などの資料を用いて、相手や目的を意識し、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫して文章を書く力 

 

潮
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東
小
の
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学
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的
の
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現
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螺
旋
的
な
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現
活
動
・
単
元
の
振
り
返
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〇「四万十市外の児童に四万十市の魅力的な文化等を紹介するパンフレットを作る」という明確な相手意識、目的意識を

持たせることで、主体的に学習が進められるようにする。 

〇自分たちの伝えたい思いや考えに合った資料になっているか検討する時間を作ることで、資料と文章とのつながりや資

料の効果について考えを深められるようにする。 

 

①４年生でのときにおすすめし
たい四万十市の食をリーフレ
ットに書いたときは、理由だけ
でなく事例を挙げて伝えたね。
５年生の報告文を書く時は、伝
えたい内容に合った資料を選
んだよ。そうすることで、説得
力のある文章になったよ。 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

 情報と情報との関係付けの仕

方、図などによる語句と語句と

の関係の表し方を理解し、使う

ことができる。   

（２）イ 

 「書くこと」において、引用し

たり、図表やグラフを用いたり

して、自分の考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫することが

できる。     B（１）エ 

 粘り強く、文章全体の構成や

展開を考え、学習の見通しをも

って事象を説明する文章を書

くことができる。 

 

研究主題：主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり－各教科等の見方・考え方を働かせて－ 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報と情報との関係付けの仕

方、図などによる語句と語句と

の関係の表し方を理解し、使っ

ている。   

（２）イ 

「書くこと」において引用し

たり、図表やグラフを用いたり

して、自分の考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫している。 

B（１）エ 

 粘り強く、文章全体の構成や

展開を考え、学習の見通しをも

って事象を説明する文章を書

こうとしている。 
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学習過程 主な学習内容及び学習活動 【 】評価規準・〇指導上の留意点 

指導観 児童の実態 

言語活動 

考
え
の
形
成
・
記
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４ 研究主題に迫る手立て 

 

言語活動とその特徴 教材の特質 

②本論には、和菓子について３つ
の観点で魅力が紹介されてい
たね。歴史、他の文化とのかか
わりの２つの観点は、先生が作
ったパンフレットの観点と同
じだね。 

 

 

５ 学習の流れ 

１・２年 
 語と語や分

と文とのつな

ぎ方に注意し

ながら、内容の

まとまりが分

かるように、書

き表し方を工

夫すること。 

④⑤⑥⑦⑧わたしは、四万十市
不破八幡大祭について伝えた
いな。屋台や出店は絶対だね。
歴史はインターネットで調べ
られそう。「神様の結婚式」に
ついても伝えると、興味をも
ってもらえそう。 

 

③年表があることで、文章に書
かれている菓子の歴史がわか
りやすく伝えられているね。 

 写真をつけることで、文章だ
けでは伝わりにくいことの
説明ができているね。 

⑨⑩⑪⑫ 

 このグループは、「神輿洗い」
の写真があるので、どんな行事
なのか一目でわかりやすいね。 
 「なんと」という言葉を入れ
ると、数が多いことへのおどろ
きが伝わりやすいと思うよ。 

推
敲 

中１年 

根拠を明確

にしながら、

自分の考えが

伝わる文章に

なるように工

夫すること。 

中２年 
 根拠の適切さを

考えて説明の具体

例を加えたり、表現

の効果を考えて描

写したりするなど、

自分の考えが伝わ

る文章になるよう

に工夫すること。 

中３年 
 表現の仕方を

考えたり資料を

適切に引用した

りするなど、自分

の考えが分かり

やすく伝わる文

章になるように

工夫すること。 

３・４年 

 自分の考え

とそれを支え

る理由や事例

との関係を明

確にして、書

き表し方を工

夫すること。 

５・６年 
 引用したり、図

表やグラフを用

いたりして、自分

の考えが伝わる

ように書き表し

方を工夫するこ

と。 

⑬文章だけでは伝わりにくい内
容は資料を使うことで、わか
りやすく伝えることができる
ね。観光に使われるパンフレ
ットなども、資料を効果的に
使っていると思ったよ。 

 

言葉による見方・考え方を働かせた姿 



６ 本時の学習 （８／１３時間） 

（１）目 標 

 

（２）展 開 

 

（３）板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

言語活動のモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容及び 

学習活動 

主な発問等（○） 

予想される児童の反応（・） 

指導上の留意点（●） 

評価規準及び評価方法（☆） 

導
入 

１．前時までの学習を想

起し，今日の学習課

題に見通しを持つ。 

〇パンフレットを作って、伝えたいこ

とは何ですか。 

・四万十市の○○を見にきてほしい。 

・○○に来てほしい。 

・○○で遊んでほしい。 

●パンフレットづくりの目的を

尋ねることで、構成メモを見

ながら各自が伝えたいことを

確認できるようにする。 

展
開 

２．友達に聞きたいこと

を確認する。 

 （全体） 

 

 

 

 

 

３．友達と交流し、アド

バイスをもらう。 

 （グループ→全体） 

 

 

 

 

 

４．友達のアドバイスを

もとに、自分の考え

に合った内容や資料

になっているか、検

討する。 

（個人） 

〇今日、友達に聞こうと思っているこ

とは何ですか。 

・ぼくは、中の所に○○の情報を入れ

ようかどうか迷っているので、そこ

を聞きたいです。 

・わたしは、○○の資料はこれでいい

か、確かめたいです。 

 

〇友達からアドバイスをもらって、参

考になったことをメモしておこう。 

・□□のおどろきを伝えたいなら、数

の多さがわかるように、この数字の

情報は絶対入れたほうがいいね。 

・数の多さを伝えるなら、全体の様子

がわかる写真を使うといいと思う

よ。 

〇友達からアドバイスをもらって、ど

うすることにしましたか。 

・◇◇さんに◇◇というアドバイスを

もらったので、◇◇することにしま

した。 

●前時の個人での検討の際に、友

達に聞きたいことを明確にし

ておき、付箋に書いておくよう

にする。 

●本時までに友達が作った構成

メモをホワイトボード上に貼

っておき、アドバイスができる

ように事前に読ませておくこ

とで、本時の交流活動にスムー

ズに入れるようにする。 

●途中で交流の仕方に困ってい

るグループがいる等した場合

は、全体で取り上げ、よりよい

交流の仕方がつかめるように

する。 

 

●前時の個人活動で選ばなかっ

た付箋や資料等をグループ毎

にホワイトボードに貼ってお

くことで、検討する際の手がか

りとなるようにする。 

☆友達のアドバイスをもとに、事

実や資料の付箋を選択し直し

たり付け加えたりしようとし

ている。  【思・判・表 Bエ】 

 （ワークシート・ノートの記述） 

ま
と
め 

５．学習を振り返る。 〇交流前の構成メモと比べて、どう変

わりましたか。 

・わたしは資料を変えたので、自分の

考えが伝わりやすくなったと思いま

す。 

●本時の構成メモの活動が、次

時からのパンフレットの下書

きの文章を書く活動につなが

っていくことを確認する。 

友達のアドバイスをもとに、自分が選んだ事実や資料をよりよいものに見直すことができる。 

        
 

      

・ 

  
 

聞
き
た
い
こ
と 

・
事
実
の
情
報
を
入
れ
た
ら
い
い
か
ど
う
か 

・
資
料
は
こ
れ
で
い
い
か 

・
分
か
り
に
く
い
所
は
な
い
か 

※
選
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→ 
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友達のアドバイスをもとに、自分の考えと調べた

事実や資料のつながりを確かめ、内容や資料につい

て検討している。 

交流で伝えるとよいことを確認することで、交流

の視点を明確にする。また、友達からのアドバイス

で参考になったことをメモさせることで、アドバイ

スを振り返りながら検討を深められるようにする。 

○本時で働かせたい言葉による見方・考え方 ○主体的・対話的で深い学びを生み出すため工夫 

め
あ
て 

友
達
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
生
か
し
て
、
自
分
の
考
え

に
合
っ
た
内
容
や
資
料
に
な
っ
て
い
る
か
、
検
討
し

よ
う
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 ふ
り
返
り 

交
流
前
の
構
成
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と
比
べ
て
ど
う
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わ
っ
た
か 

 

めあて 友達のアドバイスを生かして、自分の考えに合った内容や資料になって

いるか、検討しよう。 


